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皆さんこんにちは。宮城県議会議員の

庄田圭佑（しょうだけいすけ）です。 

さて、今年は戊辰戦争から 150 年の

節目の年です。私の先祖は会津藩の武家

であり、松平容保公が京都守護職に任命

された際にも、京都に赴任して都の警備

にあたっていたようです。そんな縁もあ

ってか先日京都で行われた戊辰戦争

150 年記念の法要会に参加致しました。

戊辰戦争といえば悲劇の白虎隊も有名

ですが、長岡藩の「米百表の精神」も有

名です。小泉元総理が演説で触れたこと

も記憶に新しいですが、長岡藩の支藩で

あった三根山藩が長岡藩に見舞いとし

て贈られた米百表。このお米を長岡藩大参事の小林虎三郎は米を藩内に分配せず、「百俵の米も、食えばた

ちまちなくなるが、教育にあてれば明日の一万、百万俵となる」という虎三郎の主張し、米を売却した資金

で国漢学校を設立したという逸話です。まさに、「人づくりがまちづくり」という精神で、荒廃した長岡藩

の立て直しには教育が重要であることを、小林虎三郎は強く説いた。といえるでしょう。 

翻って我が県ではどうでしょうか。震災復興も発展期に突入しいよいよ復興の大詰めを迎えています。我

が県のみならず全国共通の問題でもありますが、少子高齢化人口減少社会の局面を迎えており、衰退する現

状の立て直しには未来を担う子どもたちへの投資＝教育が重要ではないかと思います。 

特に、子どもへの投資で最も効果が高いのは、小学校に入学する前迄の未就学児教育（幼児教育）です。

先日この未就学児教育で特色ある取り組みをしている、大阪府貝塚市の木島幼稚園を視察致しました。この

幼稚園では TEACCH プログラムというアメリカノースカロライナ州で取り組まれている発達障害の当事

者とその家族を対象とした障害支援プログラムを導入しております。園児約 220 名のうち 1 割が障害児

であり、各クラスに２～3 名の障害児を受け入れているのがこの幼稚園の特色です。 

南理事長のお話によれば、障害児と健常児を一緒に教育することで、障害児は健常児を手本、目標として

頑張り、健常児は障害児の世話をすることでより一層の伸びを見せる。また、心身に障害のある園児への早

期指導で、より個性を伸ばし、社会生活を送っている卒園児も数多くいるとのことでした。また、園児の平

均 IQ が 130 という高い数値をマークしており、健常者も一緒に TEACCH プログラムに則った教育を受

けていることが要因としてある。ということでありました。 

こうした未就学児に対する効果的な教育プログラムを導入し、「米百表の精神」で県政発展に全力疾走し

て参りますので、皆様から忌憚のないご意見をお寄せいただければ幸いに存じます。  

宮城県議会議員 庄 田 圭 佑 

 

宮城県議会 県政・活動報告 

平成 30 年６月 15 日発行 Vol.36 発行者 宮城県議会議員 庄田圭佑 

↑発達障害児への専門プログラムを導入する大阪府貝塚市の私立木島幼稚園の視察にて 
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県議会議員 庄田圭佑プロフィール 
●１９８４年２月２日生まれ。明泉幼稚園、南中山小・中を経て、泉館山高等学校、宮城大学事業構想学部事業計画学科卒業。卒業後、㈱サンケ
イビル(フジ・メディアＨＤ傘下)に入社し、大手町連鎖型再開発事業等の都市開発事業に従事。その後仙台に戻り衆議院議員秘書。２０１５年１０
月宮城県議会議員初当選。自由民主党・県民会議所属。現在、総務企画委員、いじめ不登校等調査特別委員、泉青年会議所所属。 
●先祖が白虎隊だった縁で「みやぎ会津会」所属 ●趣味:ジョギング、スポーツ観戦、旅行 ●特技:和太鼓、乗馬 

庄田圭佑事務所 〒981-3213 仙台市泉区南中山２-２-５ TEL022-342-1041 FAX 050-3737-4421 

                                             

                                                

                                                

お名前          お電話            住所                  

県政へ一言！！～皆様からのご意見をお待ちしております！～ FAX ０５０－３７３７－４４２１ 

皆様から様々な

県政・地域課題等

についてご意見を

伺う、県政座談会

を各地で開催して

おります。お近く

で開催の場合には

ぜひ足をお運び下

さい。 

 

７月８日（日） １５：００～１６：００ 

 

７月７日（土） 

１１:００ 野 村 コ ミ セ ン 

１３:００ 桂 市 民 セ ン タ ー 

１５:００ 将 監 市 民 セ ン タ ー 

７月８日（日） 

１７:００ 黒 松 市 民 セ ン タ ー 

１９:００ 虹 の 丘 コ ミ セ ン 
 

下記時間帯は必ず事務所におりますので、ご相談事等あ

れば、お気軽にお越しください。 

常日頃より精力的に政務活動等に取組んでおります。

今回はそのごく一部をご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
衆議院議員会館にて家庭教育支援の研修会に いじめ・不登校等調査特別委 

自民党・宮城県民会議と安

倍総理で意見交換を実施。

被災地の課題等を直接ぶつ

けました。写真は総理公邸

執務室にて。 

総務企画委員会にて、東京

オリパラのホストタウンに

取組む白石市を調査。 

岩手県議会と合同でＩＬＣ

議連の勉強会。ＩＬＣ誘致

の重要性について学ぶ。 

アイスリンク仙台にて、県

内のスケート競技を取り巻

く現状と課題について、宮

城県スケート連盟よりお話

を伺いました。 

宮城県を含む「日本創生のための将来世代応援知事同

盟」に加盟する 14 県が、5 月 31 日に「WE ラブ赤ち

ゃんプロジェクト」に賛同しました！ 

このプロジェクトは（以下引用）、「1 歳前後の小さな

赤ちゃんは泣くのが仕事。窮屈な電車やバスが怖かった

り、騒音に驚いたり、お腹が空いたり、暑かったり寒か

ったり…。赤ちゃんはすべての思いを泣くことで表現し

ています。だから「泣いてもいいよ！」というメッセー

ジとともに、“WE ラブ赤ちゃん”な気持ちをステッカー

で表現しました。みんなのラブ（バブ）の気持ちをパソ

コンやスマートフォンに貼って、子育てを頑張るパパ、

ママに無言の意思表示。」をするプロジェクトです。 

一緒に次代を担う子どもたちを見守りませんか？詳し

くは、https://woman.excite.co.jp/welovebaby/をご

覧ください。 


